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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
  最近の業績動向を踏まえ、平成 23 年 6 月 16 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたします

ので、お知らせいたします。 

１．業績予想数値の修正 

（１）平成 24 年 3 月期 通期 連結業績予想数値の修正 

（平成 23 年 4 月 1日～平成 24 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想（Ａ） ３６，０００ ８８０ １，０００ ５２０ ４３．０９

今回発表予想（Ｂ） ３７，７００ １，１８０ １，２４０ ６８０ ５６．３５

増減額（Ｂ－Ａ） １，７００ ３００ ２４０ １６０ －

増減率（％） ４．７ ３４．１ ２４．０ ３０．８ －

（ご参考） 
前期実績（平成23年3月期）

３５，３９８ ９８０ １，１０４ ６０９ ５０．４７

（２）平成 24 年 3 月期 通期 個別業績予想数値の修正 

（平成 23 年 4 月 1日～平成 24 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想（Ａ） ３２，８００ ５００ ６４０ ２７０ ２２．３７

今回発表予想（Ｂ） ３４，２１０ ７４０ ８３０ ３９０ ３２．３２

増減額（Ｂ－Ａ） １，４１０ ２４０ １９０ １２０ －

増減率（％） ４．３ ４８．０ ２９．７ ４４．４ －

（ご参考） 
前期実績（平成23年3月期）

３３，０４４ ７８４ ８９６ ２９５ ２４．４４

（３）業績予想修正の理由 
東日本大震災後のわが国の経済は、サプライチェーンの立て直し等により、持ち直しつつありますが、

世界的な金融市場の混乱に伴う海外経済の下ブレによる国内経済への波及、円高の進行、失業率の高止
まり、個人消費の低迷等、依然として不透明で厳しい状況が続くと思われます。このような環境の中で
当社グループの業績につきましては、グループ全社を挙げて収益改善活動を強力に推進したことにより、
第２四半期累計期間において、当初見通しより上ブレして推移したことに加え、３ＰＬ（サードパーテ
ィーロジスティクス）事業のＮＬＳ（ニューロジスティクスサービス）分野の拡大や自動車サービス事
業の収益改善が業績に寄与すると見込むことから、平成 23 年 6 月 16 日に公表した通期の業績数値を上
方修正するものであります。 
なお、タイの洪水が当社グループの業績に与える影響に関しては、現時点で合理的に算定することが

困難な状況であるため、今回の業績予想には織り込んでおりません。情報収集に注力し、今後業績予想
の見直しが必要と判断した場合は速やかに開示いたします。 
 

（注）上記の業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ
いており、実際の業績等は今後様々な要因により異なる可能性があります。 

以 上 


